
評価項目の達成及び取組状況

大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

学校の教育理念・目的・目標は設定されているか。 2.7

養成する人材像は明確にされているか。 2.7

学校における職業教育の特色は何か明確に示されているか。2.8

大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策
定されているか

2.7

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 2.7

授業科目内容に応じ、講義、演習、実習など、適切な
授業形態で教育が実施され、かつ、適切な教材が用い
られるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を
行っているか。

2.5

企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等(以下
「実習・演習等』という)の授業を行っているか。（職
業実践専門課程）

2.5

教育目標の達成に必要な企業等と連携した実習.演習等
の単位
時間または単位数の総授業時数に占める割合を具体的
に設定しているか。

2.6

3. 単位・卒業認定
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確に
なっているか

2.5

卒業認定方針を踏まえ、職業能力を含む知識・技術の
修得についての目標を定め、その目標が達成できてい
るか。

2.5

学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標
が達成できているか。

2.6

大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、
入学希望者に明示し、入学者の選考を公正に行い、合
否を決定しているか。

2.3

学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っている
か。

2.6

学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授
業を行うなど学習支援に取り組んでいるか。

2.9

学生の円滑な学習に向け、シラバスの活用による学習
成果の向上や自主的な学習に関する適切な支援を行っ
ていること。

2.7

3. 多様な学生に
   対する支援

適切な体制を構築し、障がいのある学生、社会人経験
者など、多様な学生に対する支援を行っているか。

2.5

カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談
に対応するための環境整備を行い、適切に運営してい
るか。

2.8

留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱
える学生に対し適切な対応を行っているか。

2.7

学校保健安全法に基づき、学生の心身の健康管理体制
を整備・運用しているか。

2.7

学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に
周知、運用しているか。

2.5

学生の就職支援に対する支援体制整備し、適切に周
知、運用しているか。

2.6

・入学選考は公正に行わ
れているが、選考できる
人数を確保できていない
ため機能が発揮できてい
ない
・シラバスの活用につい
て改善する必要がある
・入学者の確保
・定員割れが続いており
選抜試験の合格基準が定
まっていない

・入学希望者を確保し、選考
基準を満たす学生を受け入れ
ることが出来るよう取り組み
が必要
・講義実施前に各科目で学ぶ
べきこと、目標としているこ
との周知を行う
・ガイダンスの徹底
・定員割れが続いても選抜試
験の合格基準は定めておいた
方いい
・入学選考基準に照らし合わ
せて合否判定を適切に運用し
ていく。

・入学者の確保が最優先事項だと思い
ます。
・分析及びその改善策について評価し
ます。学生の受入れを、入学定員に基
づき適正に行うこと、さらには実質的
な入学者選抜を行うことは、少子化や
取巻く環境を踏まえると非常に難しい
状況にあります。そんな中、学生募集
に関しては、これまでも取り組んでい
ただいており、これからも継続して取
り組んでいただきたい。
・学生の学習や生活に関する支援も引
き続き取り組んでいただきたい。

・目標、人材像は明確で
あり、学生や保護者へ示
されている

・今後も周知を行い取り組ん
でいく
・保護者会や始業式で何度も
周知する
・職業教育の特色を明示して
いく。

・情報共有の為の継続的な周知活動を
よろしくお願いします。
・学校の目標、目標とする人材像を明
確にし、その周知に取り組んでいただ
いていることは評価します。さらなる
周知を行い目標達成を期待します。

・歯科医院との連携した
実習は出来ている
・目標設定は出来ている
が、達成できていない
・「企業との連携」とい
う部分はまだ具体的な内
容として設定できていな
い
・進級判定等の基準とそ
の状況における対応の客
観性が必要
・学科講師の欠員に対し
ての補充がうまくいかず
十分なカリキュラムがで
きていない

・企業との連携に取り組んで
いく
・職業実践専門課程の認定を
目指すのであれば、内容につ
いて検討、設定していく
・実行のプロセスの見直しを
図る
・講師が辞められるときには
後任が決まっている状態をつ
くる
・成績評価の基準については
講師ごとのばらつきをもう少
し揃えるとともに、単位認
定、進級・卒業判定を適切に
運用していく。

・学生自身が目標をしっかりと認識
し、それに向かい知識・技術の修得を
出来るよう目標設定を教え込んだほう
がいいのではないかと思います。
・講師によっては自己責任論を持ち出
し、教育に対しまともに向き合ってい
ない者もいるようです。教育ですので
講師任せではなく講師の教育も必要に
なってきているのではないかと思いま
す。実際に大学によっては講師になる
ための試験をしているところもあるよ
うです。授業中に寝ている生徒に対し
て注意しないこともあるようなので改
善が必要であると考えます。
・分析及びその改善策について評価し
ます。すべてを改善することは難しい
部分もあるかと思います。より良いも
のになるよう具体的に進めていただき
たい。

基準を満たしており、特筆すべき取り組みを行っている    :3
概ね基準を満たしている  　　　　　　　　　　　　　　  :2
基準を満たしておらず改善が必要 　　　　　　　　　　   :1

教育理念・
目的・目標

教育理念、目的及び
目標の設定等

教育課程、教育の
実施、学修成果

1. 教育課程の編成と
授業科目

2. 教育の実施

4. 学修成果目標の
　 達成状況

学生の受入れ、
学生支援

1. 学生募集及び
   入学者の選抜、
   収容定員の管理

2. 自主的な学習の促
進に対する支援

4. 学生生活に
   関する支援
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大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた
教員を確保するために基準等(教員の採用基準等)を整
備し、適正に運用しているか。

2.6

教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当た
りの授業時数等を把握しているか。教員の専門性、教
授力を把握、評価しているか。

2.5

学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織
を整備し、業務分担、責任体制を規定で定めている
か。

2.3

教員間で連携、協力体制を構築しているか。 2.5

学校の教育活動の改善、工夫を行う取り組みや、教員
の研究活動、自己啓発等への支援を行っているか。

2.1

職業実践専門課程においては、企業等と連携して組織
的に行っているか。（職業実践専門課程）

2.3

教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修
を企業等と連携して、組織的に行っているか。（職業
実践専門課程）

2

大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等
を備えているか。

2.4

学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備してい
るか。また、学生の休憩、食事のためのスペースを確
保しているか。

2.7

図書室を設置し、専門分野の教育に必要な専門書及び
参考図書を配架し、必要に応じて学生が閲覧できるよ
うにしているか。

2.8

学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校
における安全対策を適切に行っているか。

2.6

火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に
運営しているか。

2.7

施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に
行っているか。

2.7

施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切
に実施しているか。

2.4

大項目 小項目 評価項目 評価 分析 改善策 学校関係者評価

策定している中長期的計画に、教育目的、教育目標の
実現に向けた具体的な内容が位置付けられているか。

2.2

教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財
務基盤を確立しているか。

1.8

2. 学校運営
学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われて
いるか。(職業教育に関するマネジメント(教育の企
画・設計・運営等)における責任体制を含む。)。

2.3

学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部か
らの意見を反映するなど、関連企業等団体、地域社会
等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・向上
において活用しているか。

2.7

特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員
会を年2回以上開催しているか。（職業実践専門課程）

2.7

学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を
公表しているか。

2.7

学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継
続的に行っているか。

2.7

教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報
を積極的に公表しているか。

2.8

教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連す
る教育機関、産業界等をはじめ、社会全体からの理解
を得るよう取組んでいるか。

2.6

・毎年少しずつ学生教
育、実習のための設備・
器具の補充が行われてい
る
・教育環境についての問
題はない

・今後も引き続き入れ替えを
進めていく
・設備の補修、改修を計画
的、定期的に行っていく。安
全対策、危機管理上のマニュ
アルを整備していく。

・概ね良好だと思います。
・改善策を今後も進めていただきた
い。安全対策、危機管理上のマニュア
ルの整備は、着手いただけたらと思い
ます。

・毎年学校評価を行い改
善できることを少しずつ
進めている
・学生数の減少による財
政基盤が弱い
・健全な運営をするため
の財源がない
・財政基盤以外は概ね良
好

・今後も評価と改善を行い教
育の基盤を確立していく
・学生数に左右されない学校
運営を考えるべき
・学生確保
・財政基盤を早期に確立、安
定させていく。
・社会にむけて職種の啓発に
力を入れて取り組む

・この項目については概ね良好だと思
われますが、１の財政についてが一番
の問題です。本校は学生からの授業料
メインで運営していますので学生が少
ないと運営が厳しくなります。学生数
に左右されない学校運営は現段階では
不可能なので、学生確保をメインテー
マとして佐賀県歯科医師会として動い
ていく必要があります。
・改善策を今後も進めていただきた
い。特に、財政基盤の確立、安定には
早期に対応いただきたい。

・業務分担は決められて
いるが全く機能していな
い。
・分担されたものをモニ
タリング・評価されてい
ないため机上の空論に
なっている。
・学生教育を充実させる
ために教員教育と成長が
必要である
・3年時に余裕を持った国
試対策を行えるようにな
らなければならない
・教員の中で連携が取れ
ていないときがある。教
員のスキルアップにかけ
る時間がない

・分担したものをモニタリン
グ・評価し実現可能な内容に
改善する取り組みが早急に必
要である
・業務内容は一定の人への負
担が大きくならないように見
直す（各個人の自立が必要）
・教員教育のための機会を充
実させる
・教員の採用がスムーズにい
くようなシステム作りが必要
・学科講師が1年時より国試問
題を教材に取り入れ、国家試
験を意識させて学校生活を送
らせるようにする
・人材確保
・教員数の更なる確保と、教
員の自主研修に充てる時間を
確保していく。

・学科講師の意識確認の必要性がある
と思います。せめて、担当している教
科の国試問題は数年分は解いておく必
要があるのではないでしょうか。
・教員の中で連携が取れていないとい
うのは問題なので、具体的な対応策を
早急に作ることが必要。
・今後も教員の適正な配置、業務の分
担を進めていただきたい。また、教員
のスキルアップも図っていただけたら
と思います。

教育実組織・教員

1. 教員の配置、
   募集、採用

2. 教員の組織編制等

3. 教員の資質の向上

教育環境

1. 教育環境の整備

2. 安全対策、
　 防災組織

3.施設・設備等の
　点検、改善等

教育活動の基盤と改
善・向上の取組

1.中期事業計画と
　財務基盤

3.学校評価の実施と
改善活動

4.社会からの理解と
情報の公表


